
温
故
知
新

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

去
る
三
月
、﹃
近
江
日
野
の
歴
史
﹄
第

四
巻
「
近
現
代
編
」
を
刊
行
い
た
し
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
史
料
を
も
と
に
、

明
治
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
日
野
を
詳

細
に
描
い
て
い
ま
す
。
温
故
知
新
で
も

今
月
か
ら
近
現
代
の
日
野
の
姿
を
、
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
初
回
は
、

明
治
初
め
の
宗
教
の
動
き
で
す
。

神
仏
分
離

　

明
治
維
新
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
明
治

新
政
府
は
、
神
道
国
教
化
政
策
を
推
し

進
め
、
次
々
と
指
令
を
出
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
有
名
な
の
は
神

仏
分
離
で
す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
神
と

仏
は
同
じ
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
政
府
は
神
社
か
ら
仏
教
色

を
除
こ
う
と
し
た
の
で
す
。
明
治
元
（
一

八
六
八
）
年
三
月
、
政
府
は
神
仏
分
離

指
令
を
出
し
、
仏
教
色
の
あ
る
神
社
名

の
変
更
、
神
社
か
ら
の
仏
像
・
仏
具
の

移
動
を
命
じ
ま
し
た
。
地
方
に
よ
っ
て

は
寺
院
や
仏
像
を
破
壊
す
る
動
き
も
起

き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
刊
行
し
ま
し
た
、『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
一
巻

「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、

第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」、
第
六
巻
「
民

俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
は
、

教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、〇
〇
〇

円
で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

日
野
の
神
社
で
も
神
社
名
の
変
更
や

仏
像
・
仏
具
の
移
転
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蔵
王
の
蔵
王
神
社
は
金
峯
神
社
に
社

名
を
変
更
し
、
小
谷
の
竹
田
神
社
で
は

観
音
像
が
円
林
寺
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
禅
師
の
比
都
佐
神
社
で
は
現

在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石

造
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

を
破
壊
か
ら
防
ぐ
た
め
一

時
期
地
中
に
埋
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
野
町
で
は
神
仏
分
離
も
徹
底
し
て
行

わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
も
町

内
に
は
仏
像
や
経
典
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
そ
れ
ま
で
人
々
に
親

し
ま
れ
た
信
仰
を
押
さ
え
つ
け
、
天
長

節
（
天
皇
誕
生
日
）
な
ど
の
天
皇
関
係
の

祭
り
を
行
う
こ
と
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

西
大
路
村
な
ど
一
三
カ
村
が
そ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
愛あ
た

宕ご

講
・
伊
勢
講
・
野

神
講
と
い
っ
た
行
事
を
廃
止
す
る
、
天

皇
関
係
の
祭
り
を
行
う
こ
と
を
取
り
決

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
こ
れ
ら
の

講
は
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

宗
教
の
動
向

　

神
道
の
布
教
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
明
治
八
年
、
全
国
的
な
神
道
の
組

織
と
し
て
神
道
事
務
局
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
支
局
と
し
て
明
治
十
年
十
月
、

馬
見
岡
綿
向
神
社
︿
村
井
﹀
に
馬
見
岡

神
道
事
務
支
局
が
置
か
れ
、
日
野
周
辺

で
の
布
教
活
動
が
本
格
化
し
ま
す
。
支

局
で
は
神
官
の
集
会
が
開
か
れ
る
ほ
か
、

他
の
地
域
の
神
官
を
招
い
て
学
校
な
ど

で
説
教
会
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
仏
教
側
で
は
、
政
府
が
住
職

や
檀
家
が
い
な
い
寺
院
を
中
心
に
統
廃

合
す
す
め
た
こ
と
か
ら
、
寺
院
は
あ
の

手
こ
の
手
で
存
続
を
は
か
り
ま
す
。
中

山
の
金
剛
定
寺
で
は
、
当
時
檀
家
が
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
叡
山
講
社
金
剛

組
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る

こ
と
や
毎
年
二
回
「
天
下
泰
平
」
な
ど

を
祈
願
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
講
へ
の

加
入
者
を
集
め
ま
し
た
。
加
入
者
に
は

町史編さん室　☎�3812　　FAX�3850
　　　　　　　E-mail  chousi@town.shiga-hino.lg.jp

法
名
を
与
え
る
、
二
円
奉
納
す
れ
ば
三

〇
年
間
木
製
の
お
札
を
送
る
と
い
っ
た

特
典
を
付
け
て
講
へ
の
加
入
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　

時
期
は
下
り
ま
す
が
、
明
治
二
十
年

代
に
入
る
と
、
日
野
で
天
理
教
の
布
教

が
始
ま
り
ま
す
。
天
理
教
を
布
教
し
た

の
が
山
添
利
兵
衛
で
す
。
山
添
は
明
治

二
十
二
年
に
「
斯し

道ど
う

会か
い

第
一
二
四
号
講
」

を
結
成
し
、
同
二
十
六
年
に
は
日
野
町

大
窪
に
天
理
教
日
野
出
張
所
を
開
き
ま

す
。
こ
れ
が
現
在
、
別
所
に
あ
る
日
野

大
教
会
の
前
身
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
明
治
二
十
四
年
に
は
大
窪
に
日
野
天

神
教
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
新
宗
教

の
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

▲馬見岡神道事務支局が置かれた馬見岡綿向神社
大正7（1918）年6月以前の撮影
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